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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月2日(2014.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガス流（２４）から二酸化炭素を回収する方法であって、
二酸化炭素をアミン化合物液体吸着剤（１２）と化学反応させて固体材料（３０）を形成
し、
キャリア流体を添加せずに、固体材料（３０）を再生ユニット（３６）に乾式加圧輸送し
、
再生ユニット（３６）で固体材料（３０）を加熱して熱反応を与え、固体材料（３０）を
二酸化炭素ガス（３８）及び再生液体吸着剤（４２）に分解する
工程を含む方法。
【請求項２】
固体材料（３０）の乾式加圧工程で、固体材料（３０）を第一圧力から第一圧力より高い
第二圧力に加圧する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
固体材料（３０）の乾式加圧輸送工程でさらに、固体材料（３０）を固体用ポンプ（１０
０）のハウジング（１０２）とスプール（１０８）とによって画成される輸送通路内に上
向きに発散出口（１０６）まで移動させ、かくして出口（１０６）を固体材料（３０）で
満たす工程を含む、請求項２記載の方法。
【請求項４】
反応室（１４）に再生後の液体吸着剤（４２）を送る工程を含む、請求項１乃至３のいず
れかに記載の方法。
【請求項５】
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二酸化炭素と化学反応させる前に液体吸着剤（１２）をアトマイズする工程を含む、請求
項１乃至４のいずれかに記載の方法。
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